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代理人制度（インド編）

１．はじめに
　早ければ、10年以内に総人口で中国を抜く
と目されるインド。そんなインドでの特許活
動に欠かせない存在が弁理士等の代理人資格
を持った人材です。
　インドの特許に関わる代理人資格は、Pat-
ent agent、Patent lawyer、および、Patent 
attorneyがあります。各資格の代理業務の範
囲は表１に示すとおりです。

資格 権利化
手続 訴訟手続 特許以外

の業務
Patent agent ◯ × ×
Patent lawyer × ◯ ◯
Patent attorney ◯ ◯ ◯
〈表１　インドの代理人資格の業務範囲〉

１．１．Patent agent
　Patent agentとは、インド特許庁に対する
権利化手続の代理人資格です。Patent agent
になるためには、理工学の学位を取った上
で、インド特許庁が実施するエージェント試
験に合格する必要があります。Patent agent
は、権利化手続の他に、IPAB１で宣誓供述
をすることもできます。一方、Patent agent
は、訴訟手続の代理や、特許以外の法域（例
えば、商標、著作権等）の業務を行うことは
できません。インドでは、約2600人のPatent 
agentが活躍しています。過去10年間、イン
ドの特許出願件数は増加傾向にあり、かつ、
インド企業の特許への関心の高まりも手伝っ
て、Patent agentへのニーズは年々高まって
います。

１．２．Patent lawyer
　Patent lawyerとは、特許業務を取り扱っ
ている弁護士（Attorney at law）のことで
す。Patent lawyerは、裁判所またはIPABに
おける訴訟手続を代理することができます。
弁護士になるためには、法学の学位を取った
上で、司法試験に合格する必要があります。
一般に、「Patent lawyer」というと、Patent 
agent資格を有していない弁護士を指しま
す。したがって、Patent lawyerは、権利化
手続を代理することはできません。また、技
術的バックグラウンドを持っていない弁護士
も少なくないので、特許業務を依頼する際に
は、注意が必要です。

１．３．Patent attorney
　Patent attorneyとは、Patent agent資格を
有する弁護士のことです。したがって、Pat-
ent attorneyは、理工学の学位を有してお
り、権利化手続および訴訟手続の両方を代理
することができます。また、Patent attor-
neyは、特許だけでなく、商標や著作権等の
業務を行うことができます。Patent attor-
neyは、エージェント試験と司法試験の両方
に合格する必要があることもあり、Patent 
agentやPatent lawyerと比べても極端に少な
く、今後の増員が期待されています。Patent 
attorneyとPatent lawyerは混同し易いので
気をつけて下さい。

２．エージェント試験
　エージェント試験は、毎年実施されていま
す。多くの受験生は、予備校に通いながら、
過去問をベースに勉強しています。なお、外
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国人には受験資格がありません。
　エージェント試験は、Paper 1～3の３部構
成です。
　Paper 1は、特許法および規則に関する試
験で、配点は100点（記述式60点／マーク式
40点）。基本的なものから、重箱の隅をつつ
くものまで、その範囲は多岐にわたります。
日本の短答試験に近いといえるでしょう。
　Paper 2は、明細書やクレームのドラフテ
ィングに関する試験で、配点は100点。
Paper 2では、明細書のサンプルからクレー
ムをドラフトする問題や、クレームのサンプ
ルから明細書をドラフトする問題が用意され
ています。日本の論文試験に比べて実務的で
す。
　Paper 3は、いわゆる口述試験。その緊張
感たるや、日本の口述試験と変わらないので
しょう。
　Paper 1及び2は、同日開催です。したがっ
て、体力勝負の側面があります。一方、
Paper 3は、日本の口述試験と同様に、受験
生毎に決められた日に開催されます。
　合格基準は、Paper 1および2の正答率がそ
れぞれ50%以上であること、かつ、全体
（Paper 1～3）の正答率が60%以上であるこ
と。近年の合格率は16～25%。インド特許庁
は、特許の品質改善のために、合格基準を上
げることも検討しているようです。

〈エージェント試験の会場の様子〉
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１　IPAB: Intellectual Property Appellate 
Board。インドの審判機関。

Paper 試験形式（配点） 試験内容

１ 記述式（60点）
選択式（40点） 特許法および規則

２ 記述式（100点） ドラフティング
３ 口述 インタビュー

〈表２　エージェント試験の概要〉




